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■ 特別陳列 加賀藩の美術工芸Ⅰ 【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 石川の文化財【古美術】

■ 特別陳列 鈴木治男 共生の森 【近現代絵画】

■ 特別陳列 古九谷と加賀蒔絵の至宝【古美術】

■ 特別陳列 加賀藩の美術工芸Ⅱ 【前田育徳会尊經閣文庫分館】

■ 老い物語 【近現代絵画・彫刻】

■ 優品選【近現代工芸】

 ⿟ 11月の企画展示室・11月の行事予定

 ⿟ 企画展Topics いしかわのおもてなし

日本工芸会保持者賞《沈金箱「梅花空木」》西　勝廣（石川）

ー「第66回日本伝統工芸展金沢展」よりー

第66回 日本伝統工芸展 金沢展
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我
が
国
に
は
、
世
界
に
卓
絶
す
る
工
芸
の
伝
統
が
あ
り
ま
す
。
伝
統
は
、
生
き
て
流
れ
て

い
る
も
の
で
、
永
遠
に
か
わ
ら
な
い
本
質
を
持
ち
な
が
ら
、
一
瞬
も
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い

の
が
本
来
の
姿
で
あ
り
ま
す
。

伝
統
工
芸
は
、
単
に
古
い
も
の
を
模
倣
し
、
従
来
の
技
法
を
墨
守
す
る
こ
と
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
伝
統
こ
そ
工
芸
の
基
礎
に
な
る
も
の
で
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
、
父
祖

か
ら
受
け
継
い
だ
優
れ
た
技
術
を
一
層
錬
磨
す
る
と
と
も
に
、
今
日
の
生
活
に
即
し
た
新

し
い
も
の
を
築
き
上
げ
る
こ
と
が
、
我
々
に
課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
る
と
信
じ
ま
す
。

昭
和
二
十
五
年
、
文
化
財
保
護
法
が
施
行
さ
れ
、
歴
史
上
、
若
し
く
は
芸
術
上
特
に
価
値

の
高
い
工
芸
技
術
を
、
国
と
し
て
保
護
育
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
趣
旨
に
そ
っ

て
、
昭
和
二
十
九
年
以
来
、
陶
芸
、
染
織
、
漆
芸
、
金
工
、
木
竹
工
、
人
形
、
諸
工
芸
の
七
部
門
に

わ
た
り
、
日
本
伝
統
工
芸
展
が
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

金
沢
へ
の
巡
回
展
は
昭
和
三
十
八
年
の
第
十
回
展
か
ら
始
ま
り
、
以
降
は
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
全
入
選
作
品
五
七
六
点
の
内
か
ら
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人

間
国
宝
）
や
受
賞
者
ら
の
秀
作
に
加
え
、
地
元
北
陸
の
作
家
を
中
心
と
し
た
入
選
作
品
三
四

二
点
を
展
示
し
ま
す
。

今
回
の
石
川
県
の
入
選
者
数
は
六
十
八
名
で
、
去
年
に
引
き
続
き
東
京
を
お
さ
え
て
、
県

別
入
選
者
数
で
全
国
一
位
と
な
り
ま
し
た
。
輪
島
の
西
勝
廣
氏
が
日
本
工
芸
会
保
持
者
賞

を
受
賞
し
た
他
、
石
川
出
身
の
鳥
毛
清
氏
が
東
京
都
知
事
賞
、
富
山
の
般
若
泰
樹
氏
が
日
本

工
芸
会
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た

１階 企画展示室

第66回 日本伝統工芸展 金沢展

10月25日（金）～11月4日（月・振）　会期中無休

◆
展
示
作
品
解
説

主催／石川県教育委員会、日本放送協会金沢放送局、朝日新聞社、北國新聞社、公益財団法人 日本工芸会

後援／富山県教育委員会、福井県教育委員会

日本工芸会総裁賞《花文大鉢「椿」》

望月　集（東京）

東京都知事賞《沈金飾箱「一夜」》

鳥毛　清（東京）

日本工芸会会長賞《吹分長方盤》

般若泰樹（富山）

日
時

11
時
か
ら

13
時
30
分
か
ら

10
月
26
日
（
土
）

《
金　

工
》
宮
薗　

士
朗

《
陶　

芸
》
米
田　
　

和

27
日
（
日
）

《
金　

工
》
般
若　
　

保

28
日
（
月
）

《
漆　

芸
》
西　
　

勝
廣

《
陶　

芸
》
武
腰　
　

潤

29
日
（
火
）

《
染　

織
》
毎
田　

健
治

《
木
竹
工
》
川
北　

浩
彦

30
日
（
水
）

《
木
竹
工
》
細
川　
　

毅

《
人　

形
》
紺
谷　
　

力

31
日
（
木
）

《
染　

織
》
山
下　

郁
子

《
陶　

芸
》
田
島　

正
仁

11
月
１
日
（
金
）

《
染　

織
》
二
塚　

長
生

《
陶　

芸
》
中
田　

一
於

２
日
（
土
）

《
金　

工
》
魚
住　

為
楽

《
漆　

芸
》
小
森　

邦
衞

３
日
（
日
）

《
漆　

芸
》
中
野　

孝
一

《
木
竹
工
》
中
嶋　

武
仁

４
日
（
月
・
祝
）

《
漆　

芸
》
山
岸　

一
男

《
総　

合
》
山
崎　
　

剛

（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
学
長
）

◆
講
演
会

演
題　

色
鍋
島
・
今
右
衛
門
の
伝
統

講
師　

今
泉
今
右
衛
門

氏

（
重
要
無
形
文
化
財
「
色
絵
磁
器
」
保
持
者
）

日
時　

十
月
二
十
七
日
（
日
）

十
三
時
三
十
分
か
ら

会
場　

美
術
館
ホ
ー
ル
（
聴
講
無
料
）

個　

人

団
体
（
二
十
名
以
上
）

一　
　

般

七
〇
〇
円

六
〇
〇
円

大　

学　

生

四
〇
〇
円

三
〇
〇
円

高
校
生
以
下

無　
　

料

無　
　

料

◆
観
覧
料

※
当
館
友
の
会
会
員
と
六
十
五
歳
以
上
は
団
体
料
金
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第２展示室

石川の文化財
【古美術】

10月12日（土）～11月17日（日）　会期中無休

前田育徳会尊經閣文庫分館
特別陳列

加賀藩の美術工芸Ⅰ
【古美術】
10月12日(土)～11月17日(日)　会期中無休

石
川
県
に
は
、
歴
史
的
あ
る
い
は
芸
術
的
に
優
れ
た
貴
重

な
文
化
財
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
江
戸
時

代
に
加
賀
藩
主
と
な
っ
た
前
田
家
の
文
化
的
施
策
が
大
き
な

要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
的
背
景
を
基
盤
と

す
る
と
こ
ろ
の
石
川
の
文
化
風
土
は
、
芸
術
・
文
化
全
般
に
対

す
る
高
い
関
心
と
い
う
か
た
ち
で
今
日
に
伝
わ
っ
て
い
ま

す
。本

県
に
は
重
要
文
化
財
と
し
て
建
造
物
四
十
五
件
・
八
十

三
棟
、
国
宝
二
件
を
含
む
美
術
工
芸
品
八
十
八
件
が
所
在
し

て
い
ま
す
。
分
野
別
に
み
る
と
、
絵
画
九
件
、
彫
刻
十
七
件
、
工

芸
品
二
十
三
件
、
書
籍
・
典
籍
二
十
一
件
、
古
文
書
十
件
、
考
古

資
料
八
件
と
い
う
内
訳
で
す
。
美
術
工
芸
品
の
数
で
は
全
国

二
十
一
位
に
相
当
し
、
北
陸
で
は
富
山
の
三
十
件
、
福
井
の
八

十
三
件
を
上
回
っ
て
最
大
数
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
建
造
物
も

十
六
位
と
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
文
化
財
が
伝
わ
る
理
由
と
し
て
、
前
田
育
徳
会
・

尊
經
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
国
宝
・
重
要
文
化
財
が
九
十
九
点

に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
加
賀
藩
主
前
田
家

の
文
化
政
策
が
大
い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
前
田
家
が
収
集

し
、
育
成
し
た
数
々
の
名
品
が
、
時
代
を
超
え
て
今
日
に
引
き

継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

今
回
は
、
第
１
展
示
室
の
《
色
絵
雉
香
炉
》
と
あ
わ

せ
て
白
山
比
咩
神
社
所
蔵
の
《
剣　

銘
吉
光
》
を
公
開

し
ま
す
。
本
県
に
現
在
二
件
所
在
す
る
国
宝
を
同
時

に
見
る
こ
と
の
で
き
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
り
ま

す
。

「
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
Ⅰ
」
で
は
、
加
賀
藩
の
美
術
工
芸
に

お
け
る
「
名
品
の
収
集
」
の
側
面
に
注
目
し
、
国
宝
《
水
左
記
》

と
、《
枕
草
子
（
第
一
帖
）
》
、《
豊
明
絵
草
紙
絵
巻
》
、
伝
雪
舟
筆

《
四
季
花
鳥
図
》（
三
点
い
ず
れ
も
重
文
）
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
前
号
で
十
分
に
紹
介
で
き
な
か
っ
た

《
枕
草
子
》
に
紙
幅
を
割
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
展
示
中

の
《
枕
草
子
》
は
、
現
存
す
る
清
少
納
言
の
随
筆
『
枕
草
子
』
の

写
本
の
中
で
、
最
も
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
附
属

す
る
古
筆
了
祐
の
極
札
に
よ
れ
ば
、
筆
者
は
鎌
倉
時
代
の
公

卿
・
歌
人
二
条
為
氏
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
明
治
時
代
に
行
わ

れ
た
全
国
宝
物
取
調
掛
の
鑑
定
で
は
、
藤
原
定
家
の
娘
民
部

卿
局
が
筆
者
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
確
証
に
欠

け
る
こ
と
か
ら
、
現
在
は
鎌
倉
時
代
中
期
の
二
条
家
流
の
名

筆
に
よ
る
書
写
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
作
は
四
帖

か
ら
な
り
、
各
帖
の
表
紙
に
外
題
は
な
く
、
綴で

っ

葉
ち
ょ
う

装そ
う

で
本
文

料
紙
は
斐
紙
を
使
用
し
、
半
葉
に
九
行
、
和
漢
混
淆
で
書
写
さ

れ
て
い
ま
す
。
第
一
帖
は
「
は
る
は
あ
け
ほ
の
」
、
第
二
帖
は

「
め
て
た
き
物
」
、
第
三
帖
は
「
正
月
一
日
」
、
第
四
帖
は
「
小
白

河
と
い
ふ
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

前
田
家
に
入
っ
た
経
緯
は
不
明
で
す
が
、『
寛
永
六
年
御
成

之
記
』
に
は
、
四
代
藩
主
・
前
田
光
高
が
元
服
し
た
寛
永
六
年

（
一
六
二
九
）
四
月
二
十
六
日
に
将
軍
徳
川
家
光
が
、
同
二
十

九
日
に
は
大
御
所
徳
川
秀
忠
が
前
田
家
の
本
郷
邸
に
御
成
を

行
い
、
そ
の
際
に
座
敷
二
階
の
書
院
の
左
下
の
棚
に
「
蒔
絵
梨

子
地
箱
」
に
入
っ
た
「
清
少
納
言
枕
草
子
」
が
飾
ら
れ
た
こ
と

が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

重文《枕草子（第一帖）》（部分）石川県文《光明本尊》
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第4展示室
特別陳列

鈴木治男 共生の森
【近現代絵画】
10月12日（土）～11月17日（日）　会期中無休

第2展示室
特別陳列

古九谷と加賀蒔絵の至宝
―百万石大名の自負―

11月22日（金）～12月22日（日）　会期中無休

加
賀
藩
主
・
前
田
家
の
文
化
振
興
政
策
は
、
江
戸
幕
府
に
対

す
る
独
自
性
の
表
明
と
い
う
戦
略
的
な
側
面
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。
特
に
三
代
藩
主
・
利
常
は
、
京
都
や
江
戸
か
ら
名
工
を

招
聘
し
て
意
欲
的
な
制
作
を
奨
励
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な

美
術
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
誕
生
し
た
色
絵
磁
器
に
も
い
ち
早
く

着
目
し
、
生
産
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
強
力
に
推
進
し
ま
し
た
。

本
展
は
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
の
移
転
を
来
年

に
控
え
、
工
芸
を
核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
文
化
振
興
の
モ

デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
か
ら
も
注
目

度
が
高
い
古
九
谷
と
加
賀
蒔
絵
に
改
め
て
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

ま
す
。
そ
し
て
、
歴
史
的
な
名
品
の
展
示
を
と
お
し
て
工
芸
史

に
銘
記
さ
れ
る
よ
う
な
独
自
の
様
式
を
創
出
し
た
藩
主
と
作

家
の
高
い
美
意
識
と
、
高
度
な
技
術
を
も
っ
て
そ
の
美
意
識

に
添
う
作
品
を
生
み
出
し
た
加
賀
藩
の
制
作
体
制
を
再
認
識

す
る
も
の
で
す
。

展
示
作
品
は
館
蔵
品
、
寄
託
品
を
主
体
と
し
ま
す
が
、
も
ち

ろ
ん
今
回
も
、
ご
所
蔵
者
の
ご
厚
意
に
よ
り
重
要
文
化
財
《
秋

野
蒔
絵
硯
箱
》（
五
十
嵐
道
甫
作
）
が
、
道
甫
の
基
準
作
と
し
て

展
示
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
是
非
注
目
い
た
だ
き
た
い
の
は
、
古

九
谷
で
は
《
色
絵
畦
道
図
角
皿
》
が
旧
館
以
来
四
十
七
年
ぶ
り

に
、
ま
た
加
賀
蒔
絵
で
は
、
大
本
山
法
華
経
寺
ご
所
蔵
の
《
蓮

唐
草
鳳
凰
蒔
絵
聖
教
箱
》
と
《
蓮
池
蒔
絵
聖
教
箱
》（
い
ず
れ
も

重
要
文
化
財
《
日
蓮
上
人
自
筆
遺
文
》
収
納
箱
）
が
三
十
一
年

ぶ
り
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

古
九
谷
と
加
賀
蒔
絵
の
精
華
と
し
て
広
く
知
ら
れ
た
こ
れ

ら
の
名
品
が
、
初
め
て
同
時
に
展
示
さ
れ
る
貴
重
な
機
会
を

と
お
し
て
、藩
主
が
並
々
な
ら
ぬ
自
負
を
も
っ
て
取
り
組
ん
だ

文
化
政
策
の
真
髄
に
ふ
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

本
展
は
鈴
木
治
男
の
画
業
を
修
行
期
、
模
索
期
、
画
風
確
立

期
、
現
実
反
応
期
、
共
生
の
森
シ
リ
ー
ズ
、
リ
セ
ッ
ト
期
、
水
の

記
憶
シ
リ
ー
ズ
の
七
期
に
区
分
し
紹
介
し
て
い
ま
す
。
修
行

期
は
《
自
画
像
》（
昭
和
四
十
八
年
）
を
描
い
た
時
期
で
、
鈴
木

は
金
沢
美
術
工
芸
大
学
の
学
生
で
、
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
片
手

に
能
登
の
風
景
や
美
恵
夫
人
を
描
い
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

模
索
期
に
は
私
学
在
外
研
修
員
と
し
て
メ
キ
シ
コ
へ
行
き
、

街
中
の
様
々
な
物
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
ま
す
。

画
風
確
立
期
・
現
実
反
応
期
の
作
品
は
、
実
際
に
鈴
木
が
見

聞
し
た
こ
と
か
ら
描
か
れ
て
い
ま
す
。《
広
場
の
孤
独
》（
平

成
二
年
）
は
マ
ド
リ
ー
ド
で
バ
ス
ク
人
と
出
会
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
の
作
品
は
、
後
の
共

生
の
森
シ
リ
ー
ズ
の
よ
う
な
色
彩
豊
か
な
画
面
構
成
が
特
徴

的
で
す
。

ア
ト
リ
エ
を
構
え
る
高
台
周
辺
の
森
に
住
む
動
植
物
を
描

く
共
生
の
森
シ
リ
ー
ズ
を
描
い
て
い
る
さ
な
か
、
東
日
本
大
震

災
が
起
き
ま
し
た
。
鈴
木
は
震
災
の
映
像
を
前
に
何
も
描
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
語
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
二

十
五
年
に
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
発
症
し
ま
し
た
が
、
画
材
や

技
法
を
変
え
な
が
ら
現
在
ま
で
絵
を
描
き
続
け
て
い
ま
す
。

リ
セ
ッ
ト
期
を
挟
み
、
二
十
六
年
か
ら
水
の
記
憶
シ
リ
ー
ズ
が

始
ま
り
ま
す
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
油
絵
の
具
だ
け
で
な
く
、
墨

も
使
っ
て
思
い
の
ま
ま
に
描
く
大
胆
な
作
風
で
あ
る
と
と
も

に
、強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
性
が
込
め
ら
れ
て
い
る
作
品
で
す
。

鈴
木
の
絵
画
は
抽
象
的
な
作
風
で
す
が
、
モ
チ
ー
フ
は
す

べ
て
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
か
ら
描
か
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な

こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
の
か
、
じ
っ
く
り
鑑
賞
す
る
楽
し
さ

が
あ
り
ま
す
。

鈴木治男《共生の森から》《蓮唐草鳳凰蒔絵聖教箱》大本山法華経寺蔵
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前田育徳会尊經閣文庫分館

特別陳列 加賀藩の美術工芸Ⅱ
【古美術】

11月22日（金）～12月22日（日）　会期中無休

今
回
は
国
宝
《
北
山
抄
》（
巻
第
三
）
と
、
重
文
《
源
氏
物
語

（
花
散
里
）
》
、
重
文
《
小
さ
刀
拵
》
を
は
じ
め
、
第
二
展
示
室
で

開
催
さ
れ
る
特
別
陳
列
「
古
九
谷
と
加
賀
蒔
絵
―
百
万
石
大

名
の
自
負
」
に
関
連
し
て
、
清
水
九
兵
衛
の
代
表
作
《
巌
浪
蒔

絵
真
鳥
羽
箪
笥
》
と
、
九
兵
衛
最
晩
年
の
作
と
さ
れ
る
《
老
松

蒔
絵
硯
箱
》
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

《
北
山
抄
》
は
、
平
安
時
代
中
期
の
重
要
な
有
職
故
実
書
で
、

年
中
要
抄
、
拾
遺
雑
抄
、
践
祚
抄
，
備
忘
、
都
省
雑
事
、
大
将
儀
、

羽
林
要
抄
、
吏
途
指
南
の
八
編
・
十
巻
か
ら
成
り
ま
す
。
本
来

は
、
各
編
と
も
藤
原
教
通
や
藤
原
道
長
、
あ
る
い
は
自
分
の
子

息
の
参
考
の
た
め
に
単
独
で
書
か
れ
た
も
の
を
、
後
に
集
成

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
著
者
は
藤
原
公
任
（
九
六

六
〜
一
〇
四
一
）
で
、
成
立
は
一
〇
一
二
年
〜
一
〇
二
〇
年
頃

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
巻
第
三
（
甲
）・
拾
遺
雑
抄
・
上
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

藤
原
公
任
は
平
安
時
代
中
期
の
公
卿
、
歌
人
で
、
漢
詩
、
管

弦
に
も
す
ぐ
れ
、
藤
原
道
長
が
大
堰
川
に
漢
詩
、
和
歌
、
管

絃
の
三
船
を
浮
か
べ
、
そ
の
得
意
と
す
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て

人
々
を
乗
船
さ
せ
た
時
、
公
任
は
ど
の
船
に
乗
る
の
だ
ろ
う

か
と
言
わ
せ
た
と
い
う
〈
三
舟
の
才
〉
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。『
三
十
六
人
撰
』
、『
和
漢
朗
詠
集
』
を
編
集
し
、
歌
論
書
『
新

撰
髄
脳
』
は
後
世
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。
書
名
の

『
北
山
抄
』
は
、
公
任
が
晩
年
隠
棲
し
た
京
都

･

北
山
の
地
名
に

よ
る
も
の
で
、『
北
山
納
言
記
』
、『
北
山
記
』
な
ど
と
も
言
わ

れ
、
ま
た
公
任
が
四
条
大
納
言
と
称
さ
れ
た
こ
と
よ
り
『
四
条

大
納
言
記
』
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

国宝《北山抄》（部分）《巌浪蒔絵真鳥羽箪笥》伝清水九兵衛

本
欄
で
は
、
改
め
て
《
巌
浪
蒔
絵
真
鳥
羽
箪
笥
》
を
紹
介
し
ま
す
。
真
鳥
羽
と
は
鷲
の
羽
を
指
し
、
内
部
に
は
五
代
藩

主
前
田
綱
紀
が
自
ら
選
定
し
分
類
し
た
、
矢
羽
根
に
用
い
る
鷲
の
羽
が
桐
製
の
四
段
重
の
箱
に
は
い
っ
て
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
前
田
家
は
、
貴
重
な
書
物
を
入
手
し
た
際
に
、
名
工
に
漆
芸
の
技
巧
を
駆
使
し
た
収
納
箱
を
作
ら
せ
て
い

ま
す
が
、
本
作
は
、
収
納
す
る
も
の
が
鷲
の
羽
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
加
賀
藩
五
代
藩
主
・
前
田

綱
紀
の
博
物
学
的
関
心
の
高
さ
と
、
自
然
界
に
存
在
す
る
も
の
に
対
す
る
敬
意
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
箪
笥
の
外
側
は
全

体
を
黒
漆
塗
と
し
て
、
正
面
に
金
の
平
蒔
絵
で
「
真
鳥
羽
」
の
題
字
を
記
し
、
扉
か
ら
側
板
、
背
面
に
か
け
て
各

種
の
蒔
絵
、
螺
鈿
、
截
金
を
駆
使
し
て
岩
に
打
ち
寄
せ
る
波
を
力
強
く
表
現
し
て
い
ま
す
。
岩
の
研
出
蒔
絵
に

よ
る
量
感
や
、
金
銀
の
付
描
に
よ
る
波
の
輪
郭
や
水
流
、
飛
沫
の
躍
動
感
の
表
現
は
、
加
賀
蒔
絵
の
伝
世
品
の

中
で
も
屈
指
の
完
成
度
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

学芸員の眼
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第3展示室

老い物語
【近現代絵画・彫刻】

11月22日（金）～12月22日（日）　会期中無休

古
今
東
西
、
若
く
み
ず
み
ず
し
い
生
命
力
に
あ
ふ
れ
た
男

女
の
姿
態
は
、
そ
れ
だ
け
で
見
る
者
を
魅
了
し
、
数
多
の
美
術

作
品
の
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
近
世
日
本
の

花
鳥
画
に
お
い
て
も
、
た
と
え
ば
稚
松
と
旭
日
を
一
緒
に
描

き
、
弥
栄
（
い
や
さ
か
）
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
繁
栄
を
願
う
な

ど
、
若
さ
を
プ
ラ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
捉
え
て
き
た
こ
と

は
事
実
で
す
。
し
か
し
「
老
松
」
や
「
椿
壽
」
な
ど
が
長
命
や
永

遠
の
繁
栄
を
意
味
し
、
そ
の
願
い
を
込
め
て
用
い
ら
れ
て
き

た
こ
と
も
ま
た
事
実
。
つ
る
り
と
し
た
皺
や
シ
ミ
の
な
い
顔

に
は
な
い
、
重
ね
た
年
輪
に
こ
そ
浮
か
び
出
る
深
い
味
わ
い

が
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
回
の
特
集
展
示
で
は
、
そ
の

よ
う
な
作
品
個
々
に
あ
る
「
老
い
の
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
、
絵

画
・
彫
刻
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

油
彩
画
で
は
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
個
々
の
人
物
か
ら
放
た

れ
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
な
魅
力
を
感
じ
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

小
テ
ー
マ
を
設
け
て
の
比
較
展
示
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。
日
本
画
で
は
動
植
物
や
、
風
景
か
ら
も
老
い
の
味
わ
い
を

感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
る
展
示
を
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て

彫
刻
作
品
で
は
、
老
い
を
造
形
的
な
視
点
か
ら
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
各
分
野
の
作
品
詳
細
に
つ
い
て
は
次

号
で
紹
介
し
ま
す
。
い
ま
日
本
は
六
十
五
歳
以
上
が
、
全
人
口

の
二
十
八
．
四
％
を
占
め
る
「
世
界
一
の
長
寿
大
国
」
と
な
り

ま
し
た
。
文
筆
家
・
前
衛
芸
術
家
の
赤
瀬
川
原
平
が
『
老
人
力
』

を
上
梓
し
て
二
十
年
余
り
。「
老
い
」
の
持
つ
魅
力
を
再
認
識

す
る
展
示
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

伊東深水《酔燕台翁》

第
六
展
示
室
で
は
、
北
陸
ゆ
か
り
の
名
工
た
ち
に
よ
る
近

現
代
工
芸
の
名
品
を
紹
介
し
ま
す
。
鍛
鉄
の
山
田
宗
美
に
よ

る
《
鉄
打
出
狛
犬
大
置
物
》
や
九
谷
庄
三
《
色
絵
金
彩
八
仙
人

花
鳥
図
大
花
瓶
》
な
ど
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
明
治
の
工
芸
を
は

じ
め
、
大
場
松
魚
《
平
文
円
舞
の
箱
》
、
寺
井
直
次
《
蒔
絵
箱
「
鳴

き
渡
る
」
》
、
三
代
徳
田
八
十
吉
《
彩
釉
鉢
》
と
い
っ
た
昭
和
、
平

成
を
通
し
て
活
躍
し
た
人
間
国
宝
の
、
代
表
作
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
茶
道
と
工
芸
家
の
深
い
結
び
つ
き
を
表
す

展
示
と
し
て
、
氷
見
晃
堂
の
《
桑
造
櫛
形
風
炉
先
》
、
初
代
魚
住

為
楽
に
よ
る
珍
し
い
《
竹
茶
杓
》
に
、
奥
出
寿
泉
の
《
乾
漆
菊
形

茶
入
》
を
合
わ
せ
ま
す
。
突
き
当
り
の
壁
面
を
、
木
村
雨
山
に

よ
る
日
本
画
の
大
作
《
牡
丹
》
が
彩
り
ま
す
。
北
陸
の
豊
か
な

文
化
を
感
じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

現
在
、
東
京
都
千
代
田
区
北
の
丸
公
園
に
あ
る
東
京
国
立

近
代
美
術
館
工
芸
館
は
、
一
九
七
七
年
に
東
京
国
立
近
代
美

術
館
の
分
館
と
し
て
開
館
し
、
日
本
の
工
芸
の
歴
史
を
語
る

う
え
で
欠
か
せ
な
い
美
術
工
芸
作
品
を
保
存
・
収
集
し
て
き

ま
し
た
。

そ
の
国
立
工
芸
館
は
、
国
の
地
方
創
生
施
策
の
一
環
で
あ

る
政
府
関
係
機
関
の
地
方
移
転
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
に
、
石

川
県
へ
移
転
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
工
芸
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

よ
り
多
く
の
方
に
ご
覧
い
た
だ
く
た
め
、
石
川
県
立
美
術
館

で
は
二
〇
一
六
年
か
ら
東
京
国
立
近
代
美
術
館
工
芸
館
名
品

展
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

本
年
は
、「
漆
・
木
・
竹
工
芸
の
み
か
た
」
と
題
し
、
漆
工
、
木

工
、
竹
工
の
分
野
の
作
品
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。
移
転
ま
で

一
年
を
切
り
、
当
館
で
は
最
後
の
名
品
展
と
な
り
ま
す
。

第5展示室

東京国立近代美術館
工芸館名品展

11月22日（金）～12月22日（日）　会期中無休

第6展示室

優品選【近現代工芸】

10月12日（土）～21日（月）　会期中無休
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十
一
月
の
行
事
予
定

■
土
曜
講
座

13
時
30
分
〜
15
時　

美
術
館
講
義
室　

無
料

９
日
（
土
）

「
『
能
楽
』
を
つ
く
っ
た
加
賀
藩
主

13
代
前
田
斉
泰
（
上
）
」

学
芸
専
門
員　

村
上
尚
子

16
日
（
土
）

「
美
濃
窯
発
掘
史

〜
魯
山
人
ら
の
活
躍
を
中
心
に
〜
」

学
芸
員　

奈
良
竜
一

■
映
像
ギ
ャ
ラ
リ
ー

13
時
30
分
〜
15
時　

美
術
館
ホ
ー
ル　

無
料

10
日
（
日
）

「
シ
リ
ー
ズ　

北
陸
の
工
芸
作
家　

石
川
の
巧
た
ち　

人
間
国
宝　

魚
住
為
楽
」（
42
分
）

「
国
宝　

春
日
大
社　

熊
野
速
玉
大
社
」（
31
分
）

今
秋
、
東
京
六
本
木
の
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
六
十
五
回
記
念
一
陽
展
（
十
月
二
日
〜
十
四
日
）
に
出
品

し
ま
し
た
絵
画
・
彫
刻
・
版
画
の
招
待
作
品
約
五
十
九
点
、
支

部
作
品
三
十
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
金
沢
で
の
巡
回
展
の

開
催
は
五
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

一
陽
会
は
「
清
新
に
し
て
深
奥
な
る
も
の
の
創
造
な
る
も

の
の
創
造
に
勉
励
し
、
新
時
代
の
美
術
を
推
薦
と
す
る
。
尖
鋭

な
る
未
完
成
こ
そ
推
薦
し
、
前
人
未
到
の
新
分
野
の
確
立
に

努
力
す
る
も
の
で
あ
る
」
こ
の
精
神
を
ふ
ま
え
、
日
々
研
鑚
努

力
し
て
き
た
渾
身
作
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
美
術
愛
好
家
の

方
々
に
ご
高
覧
い
た
だ
い
て
、
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

に
存
じ
ま
す
。

◇
入
場
料
／ 

一
般
：
五
〇
〇
円
、
団
体
：
三
〇
〇
円
、

大
学
生
以
下
：
無
料

◇
連
絡
先
／
一
陽
会
石
川
支
部
副
支
部
長　

竹
田
明
男

電
話
：
〇
七
六

－

二
四
八

－

五
八
九
八

一
般
社
団
法
人
示
現
会
は
、
本
年
四
月
、
東
京
都
港
区
六
本
木

の
国
立
新
美
術
館
に
て
第
七
十
二
回
示
現
会
展
を
開
催
し
ま
し

た
。
巡
回
金
沢
展
で
は
、
本
部
基
本
作
品
六
十
点
（
受
賞
作
品
を

含
む
）
と
地
元
石
川
県
支
部
作
品
二
十
五
点
、
合
計
八
十
五
点
を

展
示
い
た
し
ま
す
。

示
現
会
は
堅
実
中
正
、
清
新
な
具
象
絵
画
を
目
指
し
て
、
昭
和

二
十
二
年
石
川
寅
二
を
中
心
に
創
立
以
来
、（
故
）
大
内
田
茂
士
、

（
故
）
楢
原
健
三
の
両
芸
術
院
会
員
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
示
現
会
石
川
支
部
は
、
平
成
二
十
一
年
に
設

立
さ
れ
、
多
く
の
方
々
の
ご
理
解
と
支
援
の
も
と
に
、
翌
二
十
二

年
よ
り
巡
回
金
沢
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

◇
入
場
料
／
一
般
：
五
〇
〇
円
（
十
名
以
上
の
団
体
四
〇
〇
円
）

六
十
五
歳
以
上
：
四
〇
〇
円
、大
高
生
：
三
〇
〇
円

※
身
障
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方（
付
添
者
含
む
）、

中
学
生
以
下
：
無
料

◇
連
絡
先
／
一
般
社
団
法
人
示
現
会
石
川
支
部
事
務
局

南
外
志
雄

電
話
：
〇
九
〇

－

六
八
一
〇

－

〇
四
三
六

11月14日（木）～18日（月）　会期中無休

第7・8・9展示室

石
川
県
水
墨
画
協
会
は
、
今
回
第
三
十
回
記
念
展
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
公
募
展
は
過
去
の
制
作
活
動
の

実
績
に
照
ら
し
承
認
さ
れ
た
会
員
の
研
鑽
成
果
発
表
の
場
で

あ
る
と
同
時
に
広
く
県
内
か
ら
一
般
公
募
し
、
厳
正
な
審
査

で
選
ば
れ
た
入
選
作
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。
同
展
は
会
員

及
び
一
般
公
募
の
意
欲
的
な
作
品
を
鑑
賞
い
た
だ
く
と
同
時

に
、
節
目
の
三
十
回
の
記
念
企
画
と
し
て
水
墨
画
体
験
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
選
抜
展
「
和
と
水
墨
画
の
世
界
」
、
ま
た
指
定
役

員
に
よ
る
石
川
の
景
色
を
描
く
等
、
よ
り
見
ど
こ
ろ
の
多
い

公
募
展
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
是
非
、
白
と
黒
で
表
現
さ
れ
た

水
墨
画
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
楽
し
み
な
が
ら
作
品
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

多
く
の
方
々
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
石
川
県
水
墨
画
協
会
事
務
局
長　

村
田
栄
子

電
話
：
〇
七
六

－
二
九
一

－

四
六
八
八

11月21日（木）～25日（月）　会期中無休

第7･8･9展示室

一陽会金沢展
第65回記念

11月7日（木）～11日（月）　会期中無休

第7･8･9展示室

石川県水墨画協会公募展
第30回

示現会展巡回金沢展
第72回
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コレクション展観覧料
一　般　370円（290円）

大学生　290円（230円）

高校生以下　無料
※（　　）内は団体料金

11月4日は第1月曜により

コレクション展示室無料の日

11月の開館時間
午前9：30～午後6：00

カフェ営業時間
午前10：00～午後7：00 年中無休

11月の休館日は

19日（火）・20日（水）

会期：令和2年1月4日（土）～2月11日（火・祝）　会期中無休

いしかわのおもてなし ―屏風絵などの調度を中心に―

石川県立美術館は電源立地地域対策

交付金を活用して運営しています。

前田育徳会
尊經閣文庫分館

第２展示室

令和元年11月22日(金)

～12月22日(日)

会期中無休
加賀藩の美術工芸Ⅱ

古九谷と

加賀蒔絵の至宝

次回の展覧会

第３・４展示室 第５展示室 第６展示室

老い物語

【近現代絵画･彫刻】

東京国立近代美術館

工芸館名品展

優品選

【近現代工芸】

県文《四季耕作図》久隅守景

県文《秋草図》喜多川相説

久保田米僊《大楠公・義貞公誠忠之図》
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